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6 / 14 - 1 6  LH 2  t a rg e tを e m p t yにしてデータを取る。  
   ( K + , p i + )反応の b a c k g r ou n d  s t ud y用のデータおよび m o m e n t u m  c a l i b r a t i on用の  

データを取得した。  
 6/17-7 /1  LH2 ta rge tを再び準備し、 (K+.p i+)の定常ランを再開。  
     またキャリブレーション用の (p i+ ,K+)のデータも 1 .5sh i f t程度収集した。  
 
(p i+ ,K+)反応のデータ解析において Sigma+は正しく確認
できており現在のところ分解能は σで 1 .2MeV程度であ
る。これにより検出器および解析は正しく行われている

ことが確認できた。 (K+,p i+)反応のトリガーイベントの
ほとんどはK+のDecayによるものである。 SKSにアクセ
プトされた pi+の運動量分布およびm iss ing massスペクト
ルは s imula t ionと cons is ten tである。 ( K+,p i+)反応の ver tex
分布から reac t ionイベントも確認できており、解析も進ん
でいる。  
                          (p i+ ,K+)反応のmiss ing  mass 

EX ECU T ED  MA CH I NE  T I M E ,  BE A M  C ON D IT I ON ,  DO WN  T I ME  e t c .  

〇陽子強度は前サイクルと同じく予想より少なかった。さらに 6 / 2 0から K 6ターゲット
における陽子強度が 8 . 0 x 1 0 1 1程度にまで低下し、 K +の収量としては 1 5 %程度減少した。 
〇 DCセパレーターは 2 0 0 kVで安定して動作した。  
〇 K 6の t a r g e t  m o v e rが正しいポジションを表示しなくなり、エリアに入るたびにターゲ
ットポジションを T Mをみながら合わせなければならず、ビームタイムのロスにつなが
り、安定した K +の収量を得るのが困難であった。  
〇加速器およびビームチャンネルのトラブルによるビームタイムのロスは 1 - 2シフト
程度。  
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